



































































































































































































































































































































































































































































































(51) Justin Martyr : The First Apology. Chap. XLVI The Ante — Nicene Fathers (Eerdmans,
1950) Vo1. P. 178.






























































(53) Expositio Christianae Fidei : Huldrich Zwinglis Werke, ed. Schuler und Schulthess,



























(54) Kurzes Bekenntnis Doctor Martini Luthers’ Vom heiligen Sakrament, 1545. Erlangen



















































































(57) ヤコブ・ベーメ全集（シーブラー版）Ⅱ. S. 229 前掲書。
(58) 内村鑑三随筆集（岩波文庫，1938年）158頁。
ものあらざる也。(59)

























(56) シュライエルマッヘル「宗教論」Friedrich D. E Schleiermacher : uber die Religion.





































































































(61) Robertson ; Word Pictures in the New Testament III (Baker, 1933) PP. 284–285.
Grammer PP. 664.
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徳能が描かれていること，あたかも書板におけるのと異ならず，これ
により全人類が神についての認識へと招致され，誘引
ゆういん
され，またそれ
によって，真にして十全なる福祉へといたり得ることが告白せられる
べきである。(62)
のですが，このような顕示が人間の洞察によって，正しく十分に理解さ
れることなく，(63)「かくも燦爛たる劇場にあって盲目となって(64)いる」の
であり，
虚妄と，実にその高慢との結合は，悲惨なる人間たちが神を探求す
る際に，当然のこととして，彼ら自身を越えて上昇することなく，ひ
たすら彼ら自身の肉によれる愚昧
ぐまい
によって神を測り，そして健全な研
究をおろそかにし，好奇的に，虚妄な思策へと馳せ行くという事に暴
露されてしまう。こうして，彼らは神を神の顕示したもう姿において
理解せず，彼らの無思慮が捏造
ねつぞう
したものをもって神であると想像す
る。(65)
のであり，
人間は，もしも天性だけにしか教えられないとすれば，何ら確実な，
或るいは堅実な，或るいは明晰な知識を有せずに，混乱した原理に結
びつけられ，かくて《知らざる神》を拝むに至るのである。(66)
『キリストと世界』第17号　　小　畑　　　進
(62) カルヴァン「キリスト教綱要」一・五・一○。
(63) 同上書　一・五・一四。
(64) 同上書　一・五・八。
(65) 同上書　一・四・一
(66) 同上書　一・五・一二。
ここに神は，
老人や，眼の爛
ただ
れたもの，また何らか眼のかすんでいる者たちの前
に，きわめて美しい書物を置いても，何かが書かれていることは知る
とは言え，ほとんど二つの言葉を連続することができないけれども，
眼鏡の介在
かいざい
に助けられるとき分明に判読し始める。(67)
ように，「言葉」の光，すなわち《聖書》を加えられたのであって，
そのように聖書は，元来混乱している神についての知識を，我れわ
れの精神のうちに結集し，暗霧を払いのけ，明瞭に真の神を示すので
ある。(68)
まこと，
人間は，このきわめて壮麗な劇場に，その観衆たるべく置かれてい
るので，心して両眼を神の業の考察に向くべきであると共に，一層善
く資するところあらんがために，耳を御言葉に急ぎ傾くべきなのであ
る。(69)
それこそ，『辯顕密二教論』の次の一節が反響してくるようです。
より深密なる教えに踏み入ろうとしない者は，あたかも，羝羊が垣根
につかえて進めないようなものであり，また，旅人がかりの関所を本当
52
論文　宗教と寛容（四）
(67) 同上書　一・六・一。
(68) 同上書　一・六・一。
(69) 同上書　一・六・二。
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の関所と思って休息しているようなものである。これらは，佛道修行の
究極にまで達することなく，途中の段階において停まる者や，楊柳の黄
色の葉を黄金と思って喜び遊んでいる幼児のように，限りない宝蔵，量
り知れない功徳を有しているわれわれ自身の本性に気づくことはない。(70)
神は，そのような無知の時代を見過ごしておられましたが，今は，
どこででもすべての人に悔い改めを命じておられます〈使徒17:30〉
と言う言葉は，ローマ人に向けて彼パウロが発した言葉，
世々にわたって長い間隠されていたが，今や現れされて，永遠の神
の命令に従い預言者たちの書によって，信仰の従順に導くためにあら
ゆる国の人々に知らされた奥義の啓示によって〈ローマ16:26〉
あるいは，ヘブル人に対する手紙冒頭の
神は，むかし先祖たちに，預言者たちを通して，多くの部分に分け，
また，いろいろな方法で語られましたが，この終わりの時には，御子
によって，〈ヘブル1:1.2〉
と言った言葉とも共鳴して，それこそ先に見た空海の「顕・蜜」論にも
似た視界がひらけていたと申せましょうか。
(五）につづく
『キリストと世界』第17号　　小　畑　　　進
(70) [辯顕密二教論」「空海全集」第二巻（筑摩書房，1984年）147－219頁。
